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サーバダウン時における
ログファイルの非圧縮による検索時間の短縮

金子 拓磨1 高橋 風太1 大野 有樹2 串田 高幸1

概要：ログサーバはログを圧縮することでストレージの使用量を削減することができる．それにより，よ
り多くのログを保存しておくことが出来る．課題は圧縮を行うことで非圧縮時に比べてログサーバ内のロ
グを検索するときの時間が増加してしまうことである．本稿ではアプリケーションサーバがダウンしたと
きにログサーバに溜まるログを非圧縮の状態で保存しておき，検索時間の短縮を目指す．結果として常に
圧縮した状態の検索時間と比較して，検索時間の短縮をすることが出来た．非圧縮ファイルの検索時間は
実験の平均値で約 23.20秒，圧縮ファイルの検索時間は実験の平均値で約 42.96秒かかっており，検索時
間の差が約 19.76秒となった．

1. はじめに
背景
自社商品を販売する方法の一つとして ECサイトを用い

ることがある．ECサイトはWebサイトに自社商品を掲載
することで，Webサイトにアクセスしたユーザとオンライ
ン上で商品の売買が出来る．ECサイトにユーザがアクセ
スした場合，ログファイルにアクセスした記録がログメッ
セージとして書き込まれる．
ログとは，起こった出来事を一定の形式で時系列的に蓄

積した記録のことである*1. ログはネットワーク障害，ア
プリケーションや OSの動作問題を解析するときに参照す
る．また，セキュリティに関わる問題が発生したときには，
ログの内容を解析することで，過去にシステムに対してど
のような操作がなされたかを確認することができる*2．イ
ベントログやログファイルは，システムおよびネットワー
ク管理において重要な役割を果たしている [1].

テキストファイルを検索する方法として grep がある．
grepは Global Regular Expression Print の頭文字を取っ
たものである．ソフトウェアエンジニアは日々の保守作業
で grepを使用する [2]．
ログサーバとはアプリケーションサーバとは別にアプリ
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*1 https://it-trend.jp/words/log
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ケーションで生成したログを保存するためのサーバであ
る．大規模のアプリケーションを運用するときにそのアプ
リケーションとログを分けて保存する．ログサーバは，ロ
グが集まったときにログを圧縮して保存を行う．それによ
りログサーバ内のストレージ容量が減り，より多くのログ
を保存することが出来る．しかし，圧縮を行うことで非圧
縮時と比較してログを検索するときの時間が増加する．

課題

図 1 圧縮ファイルと非圧縮ファイルの検索の差

本稿における課題はログサーバ内にある圧縮されたログ
ファイルを検索するときに，非圧縮状態のログファイルと

c⃝ 2023 Cloud and Distributed Systems Laboratory 1



テクニカルレポート
CDSL Technical Report

比較して検索する時間が増加することである．図 1は非圧
縮ファイルと圧縮ファイルの検索時間の差を示している．
非圧縮ファイルは検索するときに実際に検索している時間
のみが検索全体の時間となる．それに対し圧縮ファイルは
圧縮ファイルを解凍する時間が含まれ，解凍する時間と実
際に検索している時間が検索全体に要する時間となる．

各章の概要
第 2章では，関連研究について述べる．第 3章では，本

稿の提案方式の説明とユースケースの説明する．第 4章で
は，提案方式を用いた実際の実装方法と実験方法について
述べる．第 5章では，評価方法と分析手法について述べる．
第 6章では，本稿の議論についてを述べる．第 7章では，
本稿のまとめを述べる．

2. 関連研究
Yuらは，クラウド規模のデータに対して拡張性の高い

効率的な多次元メタデータインデックス・検索システムを
提供することを目的としている [3]．しかし，本稿では使
用しているデータが異なるため解決できるかどうかの判断
が出来ない．
Studiawanらは，オペレーティングシステム（OS）ログ

に異常なアクティビティがあるかどうかを確認するために
ディープラーニングを用いた新しいセンチメント分析手法
を提案している [4].本稿とは使用しているログと述べてい
る提案が異なり新しい分析手法を用いている．
Parkらは，グループ内で共有する機密情報はサーバに保

存されることがあるため，より厳重なセキュリティとプラ
イバシー保護が要求されるが，暗号化されたデータに対し
て適用可能な検索方式が存在しないことを述べている．そ
して，グループ鍵が更新された場合でもサーバ内の全文書
を再暗号化することなく暗号文書を検索することが出来る
方式を提案している [5]．本稿とは検索する対象のデータ
が異なり文書ファイルである．
Heらは，フリーテキストのログメッセージを構造化さ

れたイベントに変換することを目的としたログ解析におい
て，開発者が既存のログパーサの有効性や実用化のときの
限界を気付きにくく，再実装や再設計のため時間と手間が
かかることを問題として挙げた．その解決のため現状のロ
グ解析器の特徴調査を行い，1000万件以上のログメッセー
ジを含むデータセットで有効性を評価した [6]．本稿とは，
検索する対象がログであることは同じであるものの，目的
が検索時間とは異なりデータセットでの有効性の評価で
ある.

3. 提案方式
提案方式
本稿の提案はログを生成するアプリケーションサーバが

ダウンしているかに応じて，ログサーバ内に保存されてい
るログファイルを圧縮して保存するかの判断をログサーバ
内で行う．
アプリケーションサーバがダウンしたと監視によって判

断した部分からログサーバに送られたファイルを非圧縮
ファイルの状態で保存する．本稿でのサーバのダウンの定
義はサーバが想定外の応答をしたときとする．
図 2は，稼働時のログの保存方法を示している．この場

合はアプリケーションサーバで生成されたログをファイ
ル形式にしてログサーバに転送し，ログサーバ内でファイ
ルの圧縮を行い保存する．以下にユーザのアクセスから圧
縮して保存するまでの流れを説明する．まず，ユーザがア
プリケーションサーバへアクセスをする．次にアプリケー
ションサーバはログサーバへログを転送する．監視サーバ
はアプリケーションサーバがダウンしているか監視してい
る．ログサーバは監視サーバからの異常の通知がない場合
にアプリケーションサーバから転送されたログを圧縮して
保存する．

図 2 稼働時のログの保存方法

図 3は，アプリケーションサーバがダウンしシステムが
稼働しなくなり，ユーザがアプリケーションサーバへアク
セス不可になった場合を示している．この場合は稼働時と
同じくアプリケーションサーバで生成されたログをファイ
ル形式でログサーバに転送するが，ログサーバ内でファイ
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ルの圧縮を行わず，非圧縮の状態のまま保存する．以下に
ユーザのアクセス失敗からログサーバでログを保存する
までの流れを説明する．まず，ユーザがアプリケーション
サーバへのアクセスに失敗する．次にアクセスが失敗した
ときのログをログサーバへ転送する．監視サーバはアプリ
ケーションサーバを監視し，アクセスできないときに異常
の通知をログサーバへ送る．ログサーバは監視サーバから
の異常の通知を受けて，送られてきたログを圧縮せずに保
存する．

図 3 サーバダウン時のログの保存方法

ユースケース・シナリオ
本稿の提案方式は，パソコンやその周辺機器を販売して

いるショッピングサイトのアクセスログを想定している．
アプリケーションサーバ内でショッピングサイトを運用し
ている．アプリケーションサーバ内で出てきたアクセスロ
グをログサーバで収集をする．
ログサーバのストレージ容量を削減をする．しかしログ

を削除するのはログを取っている意味がなくなるため取っ
ておくことは前提とする．そのためログを圧縮してスト
レージ容量の削減をする．ログを圧縮してストレージ容量
の削減をしつつ，検索全体の時間を短縮するために検索の
対象となるアプリケーションサーバがダウンしているとき
のログを圧縮せずに保存する．それにより検索全体の時間
を短縮することが出来る．

4. 実装と実験方法
実装
本稿の実装は，提案方式を用いて用意したファイルを

VM内で検索し，その検索速度の測定を行った．実装のソ
フトウェアは，アプリケーションサーバがダウンしている
ことを検知するシステム，アプリケーションサーバから送
られてきたログファイルを提案方式で用いた方法で保存す
るシステムの 2つである．
図 4 は実装の全体図を表している．サーバーはアプリ

ケーションサーバと監視サーバ，ログサーバがある．ユー
ザはアプリケーションサーバにアクセスすることで，ログ
生成によってログが生成される．本提案手法では監視シス
テムによってログを圧縮するかどうかの判断をしている．
そのため，実装の流れは監視システムとログの圧縮の 2つ
に分けることができる．
まず，監視システムの流れについて説明する．監視シス

テムの流れは図 4の ( i )と (ii)が示している．( i )は監視
サーバにある監視システムがアプリケーションサーバのロ
グを監視している．アプリケーションサーバのダウンを検
出したときに監視システムは (ii)の処理へ移行する．(ii)

は監視サーバにある監視システムがアプリケーションサー
バのダウンを検出したときにログサーバにある圧縮の判断
へアプリケーションサーバがダウンしていることを通知
する．
次に，ログ圧縮について説明する．ログ圧縮の流れは図

4の 1○から 3○が示している． 1○でアプリケーションサー
バにあるログ転送はログ生成から出力されたログを検出
し，アプリケーションサーバのログをログサーバへ転送す
る．ログサーバの圧縮の判断では (ii) で通知されたメッ
セージに従ってログを圧縮するか判断する．圧縮するかど
うかの条件は監視システムからアプリケーションサーバが
ダウンしているかどうかの通知の有無である．アプリケー
ションサーバがダウンしている通知があった場合， 2○′ に
移行しログファイルの保存先に圧縮せずに保存される．ア
プリケーションサーバがダウンしている通知がなかった場
合， 2○に移行し，圧縮のプログラムを実行する． 3○は圧縮
されたログをログファイル保存先に指定して出力する．

実験環境
実験環境は ESXiの VMを用いる．
実験に使用するサーバは仮想マシンを用いる．以下に，

課題の実験に用いる VMの構成情報を示す．
• VMの構成要素
• OS：Ubuntu-20.04

• vCPU：1コア
• RAM：1GB
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図 4 アプリケーションサーバの監視によるログファイルの圧縮選定

• HDD：30GB

ファイルの検索には grep コマンドを使用した．検索
時間の計測は/usr/bin/timeコマンドを用いる．ファイル
は EClog 半年分 (約 9.2GB) とする．EClog は半年分で
35,157,691 件あった．

5. 評価と分析
EClogを全て圧縮した場合と EClogを圧縮しなかった提

案方式を用いた場合を比較し，検索速度を評価とする．
今回実験で用いた条件は，HTTPのステータスコードの

400番台と 500番台である．検索のコマンドは grepを使
用した．実験時に使用したコマンドは，ソースコード 1に
示す．

ソースコード 1 検索で使用したクエリ
/usr/bin/time grep "1.1,"[4-5][0-9][0-9]","

eclog.csv

図 5 に非圧縮ファイルの最小，最大の検索時間と圧縮
ファイルの最小，最大の検索時間を示している．図 6に非
圧縮ファイルと圧縮ファイルの平均の検索時間を示してい

図 5 圧縮時と非圧縮時の検索時間の比較

図 6 圧縮時と非圧縮時の平均検索時間の比較

る．非圧縮ファイルの検索時間は最小で約 22.80秒，最大
で約 23.86秒，平均で約 23.20秒かかっており，圧縮ファイ
ルの検索時間は最小で約 42.40秒，最大で約 44.96秒，平
均で約 42.96秒かかっている．この結果により検索時間の
差が最小で約 18.54秒，最大で約 22.16秒，平均で約 19.76

秒早くなること分かった．なぜ非圧縮ファイルと圧縮ファ
イルで検索時間の差が出たのかは，圧縮ファイルの検索で
は検索中にファイルの解凍を行っているため，その時間分
検索に時間を要することが挙げられる．

6. 議論
本提案方式では，アプリケーションサーバがダウンした

ときにファイルを圧縮せずにログサーバ内で保存する．し
かし，この提案ではサーバがダウンする前のダウンに影響
した範囲のログが非圧縮として残したログファイルの範囲
外の場合も存在する．解決方法として，サーバがダウンし
たのログとは別に，その前のログに関しても閾値を用いて
範囲を設定し非圧縮ファイルとして保存する．

7. おわりに
本稿では，圧縮ファイルを検索するときに非圧縮ファイ

ルと比較し時間がかかるという課題に焦点を当てた．解決
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方法として，稼働時には圧縮して保存しているログファイ
ルをアプリケーションサーバがダウンしたときに非圧縮の
まま保存することで検索全体の時間を削減した．今回の実
験で削減できた時間は，最小で約 18.54秒，最大で約 22.16

秒，平均で約 19.76秒である．検索時間の削減が出来たの
は，圧縮ファイルの検索の中には解凍の時間も含まれてい
るためである．
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